
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

施設の建設

活動指標 単位
実績値

H18 H19 H20 H21

目標値

実績

目標

実績

目標

実績

H21

Ａ 現状維持 　災害発生に備え、孤立対策事業の防災資機材の整備は急がれる。
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　新たに、武力攻撃事態等に対応する市国民保護計画の中にも、物資及び資材の備蓄及び整備の項目を盛り込む予定で
あり、また、有事を想定した場合に防災倉庫の必要性は高い。

　合併前から引き継いだ保管場所は、対震性及び対候性に問題があり、保管状況も本庁、各支所において一定ではないた
め、防災倉庫を整備することで、これらの諸問題が解消されるとともに、災害時等において孤立した場合、当面の間、自活で
きるなど有効性は高い。

　孤立対策事業として、事業を推進しているが目標からは遠く計画全体での達成度は低い。

　有事を想定し、被災時の初動対応として、被災者への物資の供給、救助活動及び避難施設内での必要な資機材を保管す
るため、｢防災倉庫」を整備することは不可欠であり、それに伴う経費削減は困難である。
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災害時における救出、救護物資の迅速な配布等の対応が受けら
れる。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

　孤立対策地区を中心に、防災倉庫としてコンテナを配備する。 Ｈ１９年度より、年次的に備蓄倉庫の整備を行う。
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防災倉庫を増やすことが、非常時への対応
力の確保を示す指標となる。
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